
 

 

令和７年第７回行方市教育委員会定例会 

 

○開催日時  令和７年７月 25日(金) 午前 10時 30分～午前 11時 59分 

 

○開催場所  行方市役所 北浦庁舎２階 第２会議室 

 

○出席委員    教育長        柏葉 伸一郎 

         委 員        大﨑 あい子 

         委 員        明石 延之 

         委 員        久米 雅文 

         委 員        小野口 和章 

 

○事務局出席者  教育部長           大野 秀喜 

学校教育課長         森作 保繁 

生涯学習課長         大場 正浩 

         スポーツ推進室長       鈴木 喜政 

         学校教育課指導室長      石川 英樹 

 

 

 

【日程第１】 議事録署名委員の指名 

 

 

【日程第２】 

公 開 議案第 34号 令和７年度使用小学校及び中学校教科用図書の採択について 

（学校教育課） 

 

 

【日程第３】 教育委員会事務委任規則第２条各号以外の報告 

非公開 報告番号１ 就学援助費支給児童生徒の認定について           （学校教育課） 

非公開 報告番号２ 区域外就学児童生徒の認定について             （学校教育課） 

非公開 報告番号３ 就学児童生徒の指定校変更について             （学校教育課） 

非公開 報告番号４ 不登校児童生徒について                    （指導室） 

非公開 報告番号５ いじめについて                        （指導室） 



非公開 報告番号６ 行方市立小中学校教職員の働き方改革について          （指導室） 

公 開 報告番号７ 教育委員会重点事業年間管理表について             （指導室） 

（学校教育課） 

（生涯学習課） 

（スポーツ推進室） 

公 開 報告番号８ その他 

 

 

【日程第４】 その他 

(1) 次回教育委員会定例会の開催について 

(2) その他 

 



○議 事 録 

 

開 会 

  教育長から開会の宣言がなされました。 

 

 

【日程第１】 議事録署名委員の指名 

 

（教育長） 行方市教育委員会会議規則第 14条第２項の規定により，議事録署名委員に大﨑委員を指

名します。 

 

 

【日程第２】 

 

≪公 開≫ 

議案第 25号 令和７年度使用小学校及び中学校教科用図書の採択について 

 

（事務局） 議案朗読 

 

（学校教育課長） 資料に基づき，議案説明 

 

※議案第 25号については，原案のとおり可決されました。 

 

 

【日程第３】 教育委員会事務委任規則第２条各号以外の報告 

 

≪非公開≫ 

 報告番号１ 教育支援センター入室承諾について 

 

（学校教育課長） 資料に基づき，報告説明 

 

 

≪非公開≫ 

 報告番号２ 区域外就学児童生徒の認定について 

 

（学校教育課長） 資料に基づき，報告説明 

 

 

≪非公開≫ 



 報告番号３ 就学児童生徒の指定校変更について 

 

（学校教育課長） 資料に基づき，報告説明 

 

 

≪非公開≫ 

 報告番号４ 不登校児童生徒について 

 

（指導室長） 資料に基づき，報告説明 

 

〇主な発言 

発 言 者 発 言 内 容 

明石委員 

 

 

 

 

石川室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明石委員 

 

 

 

 

 

石川室長 

 

 

 

 

今，麻生中学校の校内フリースクールについてお話しいただきました。先ほどの総

合教育会議の中では，市議会教育厚生委員の皆さんが，玉造中学校の校内フリースク

ールを視察に訪れたとのことでしたが，校内フリースクールという制度は，私が現職

の頃には全くなかったものなので，現在，どのような状況で推移しているのか，何か

今後に向けた課題等があるのか，お話いただきたいです。 

校内フリースクールは，令和の日本型学校教育で，誰１人取り残さないということ

が掲げられ，学びの多様性という中で，教育課程をきちんとやらなくてもよいという

ことが大前提にあります。最初に，北浦中学校で県の補助を受け，教員加配をもらっ

て設置してあります。玉造中学校と麻生中学校に関しては，市の予算でフリースクー

ル担当を雇って対応いただくということで，この４月から始まりました。課題として

は，その場にずっといるわけではありませんので，先生たちとフリースクール担当の

先生が，その子どもの情報交換をしづらいという制限を受けているところがありま

す。実際にやってみて助けられていることが沢山あるのですが，もっと良くするため

にはどうすればよいか，会議を開きながら，改善に向けて協議することになっていく

と思います。 

これまでもＴＴであったり，ＡＬＴであったり，授業の時に張り付いて，教科担任

と一緒に活動はするのですが，捉えた子どもの変容や実情を，上手く担任と情報交換

する時間がないというのは，ずっと課題として残されています。今回の場合，数が少

ないお子さんですので，何か連絡や情報交換の方法がないのでしょうか。時間の制限

もあっても，ノートに書く等，何かしらは対応をしていかなければならないと思いま

すが，いかがでしょうか。 

その課題を解決するために，現状ではノートに書いて，学校でその情報をもらい，

先生たちで読んで共有し，次の対応を考えるということを，時間のない中で工夫しな

がら実施しています。ただ，学校は得られますが，学校から出すのがやはり難しいで

す。先生たちも，その子どもの情報を勤務の時間の中で共有しなければならないので，

ご意見やご提案をいただきながら，やってみてわかったことを，少しずつ改善してい



 

小野口委員 

くという形で進めているところです。 

キャリア教育には，職業体験というものがありますが，今，個人的に考えているの

は，園児との交流です。同年代の子どもと関われないのなら，その子どもだけで，幼

稚園で園児と１日でも半日でも 1 時間でも良いので，色々なことをやらせ，自分の中

で「人の役に立っている」という意識が芽生えるのではないかと考え，担当の先生に

提案しています。子どもたちを外に出すので，中学校の協力も必要ですし，幼稚園の

先生方にも協力していただかなければなりません。同世代で他者との関わりの場を設

けることができないならば，思い切って年齢層を下げれば，小学校とは少し違うこと

ができるかもしれないと思っています。 

 

 

≪非公開≫ 

 報告番号５ いじめについて 

 

（指導室長） 資料に基づき，報告説明 

 

 

≪非公開≫ 

 報告番号６ 行方市立小中学校教職員の働き方改革について 

 

（指導室長） 資料に基づき，報告説明 

 

〇主な発言 

発 言 者 発 言 内 容 

小野口委員 

 

 

 

 

 

柏葉教育長 

 

 

 

 

 

大﨑委員 

 

前回，私の方で時間差出勤の話をさせていただいたと思います。夏休み期間限定で

実施しているということで，現状どうなのかは何とも言えません。学校から実態調査

等で報告をあげてもらうときに，時差出勤が本当に働き方改革として有効なのかとい

う部分です。時間差出勤を今後進めていく上で，最初にどのような課題があり，どの

ように使うのかを教えてもらって改善していく方が，きっと意味のある時差式出勤に

なるのではないかと個人的に思いました。 

在校時間は，何もしなくても学校にいれば在校時間です。校長が勤務と命じた時間

から勤務がスタートするわけで，朝，道が混むので早く来た方が楽だからという時間

は違います。そのあたりは指導室長と，次回の働き方改革委員会でも細かく先生方と

話をして，自己都合でいる時間をそのまま在校時間として報告するのではなく，業務

に必要となる時間だから，ここからスタートして，ここまでで帰るという報告にすべ

きだと思います。 

教職員の事務量は，ＡＩやＩＣＴの導入により，数年で減少して素晴らしいと思い

ます。半分とは言いませんが，以前はもっと多かったと思います。そこでお聞きした



 

 

 

 

 

石川室長 

 

いのは，先生方が今どのように感じているのかということです。ただ改革するのでは

なく，何が大切なのかを確認しながら進んでいきたいということがとても大事だと思

います。３年間でこれだけ在校時間が減ったので，何を指標に測るかは難しいですが，

ゆとりができたとか，みんなで楽しくできているとか，意識的に感じていることがあ

れば，教えていただきたいと思います。 

行方市教育プランの評価の中に，本来行うべき教育に関する業務に集中できている

と感じている教職員の割合がありまして，小学校で 81.8%，中学校で 90.4%です。ど

ちらかといいますと，中学校や中学校体育連盟の部活動で朝の練習がなくなり，改革

が進んでいますので，意識では上がっていると思います。小学校は教科担任で，本市

は加配の先生が多いので，小学校の先生たちの意識はまだ 80%程度です。あとは，働

き方改革の方で大切なことは何かと書いている理由として，やりがいや教育の質の向

上を追求するあまり，指導案を書く機会等も削ったり，研修も中々入れられなかった

り，何でもかんでも削っていくという意識にならないように気を付けないといけない

ことが挙げられます。今，働き方改革推進委員会の資料を作成中ですが，その中に時

間外在校等時間として，入れる業務と入れない業務を新たに追加しようと思っていま

す。その中には，教育長がおっしゃったように，自分の都合で残っているものや，校

長の命令もなく，ボランティア的に参加しているものはカウントしないことを明記し

たいと思います。これは全国的に時間外在校等の「等」の部分があやふやで，問題に

なっています。東京都や横浜市の方では，その「等」を細かくみていく動きになって

いるそうですが，そこは自治体ごとに違うようです。今後，本市の方では，教育長か

らのご指導も受けながら，その「等」の部分を明らかにして，時間をかける部分と早

く帰る部分のメリハリをつけることも必要になってくると思います。 

 

≪公 開≫ 

 報告番号７ 教育委員会重点事業年間管理表について 

 

（指導室長） 資料に基づき，報告説明 

 

 （学校教育課長） 資料に基づき，報告説明 

 

（生涯学習課長） 資料に基づき，報告説明 

 

（スポーツ推進室長） 資料に基づき，報告説明 

 

 

≪公 開≫ 

 報告番号７ その他 

 

〇主な発言 



発 言 者 発 言 内 容 

明石委員 

 

 

 

森作課長 

 

 

教育委員の立場としては，毎月細かく説明していただいているので，進行状況はよ

くわかるのですが，今日の総合教育会議のために，少し教育委員会のホームページを

見てみました。もしかすると，まだ今年度分で更新できていないものがあるように思

います。日々，忙しい中とは思いますが，できるものは更新してほしいと思います。 

実際に，終了しているものや，更新されていないものがございます。市の広報担当

からも更新をするように指導を受けておりますので，担当職員にも改めて周知させて

いただきます。 

 

 

【日程第４】 その他 

 

≪公 開≫ 

 (1) 次回教育委員会定例会の開催について 

 

（事務局） 次回教育委員会定例会の日程について説明 

 

（教育長） 次回定例会については，８月 25日に開催することとします。 

 

 

≪公 開≫ 

(2) その他 

 

 

閉 会 

教育長から閉会宣言がなされました。 

 


